
生涯学習社会の形成に向けて、学校教育と社会教育（家庭・地域社会）それぞれが持っている教育力の一部分を重ね合
わせながら行い、双方に成果がもたらされるよう推進する。

週末の子どもの居場所づくりを地域人材が担っていることは大切なことであり、参加者が増えるような事業につ
いて、情報交換を行い検討する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
また、学校支援地域本部事業については、引き続き、活動が拡充するような働きかけを行う。今後の
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生涯学習部地域教育推進課

事業： 学社連携・融合コーディネート事業 0573
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B

地域人材の発掘を行うことにより、地域住民が学校支援や週末の子ども
の活動に積極的に参加した。A

社会教育と学校教育が連携して互いの教育力を活用することや、一体と
なって青少年の教育に取り組む学社融合を積極的に進めることができた。
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学校教育と社会教育の双方のニーズにあった事業をコーディネートする。
また、学校を支援する人材の発掘等を行う。
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事業の概要

評価

平成26年度

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

平成27年度

評
価
理
由

評
価
理
由

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

A

A
A

B

人件費

公債費

内
訳

3,876

0

事業費（決算額） 6,642

2,535

0

6,911

1,341

0

-269 (千円)

 (千円)

 (千円)
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